
 

 

 

 

              

幸せの指標とは                校長 勝部 千良 

 令和６年が始まりました。今年も何とぞよろしくお願い申し上げます。 

 さて、今年最初は大きなテーマを掲げました。本校の３年生の進路状況を見てみますと、ほとんどの生徒が町外、

県外へと進学していきます。「将来はこんな仕事に就いて、人の役に立ちたい」、「海外で国際貢献の活動をしたい」、

「将来は吉賀町へ帰って働きたい」など人それぞれです。それぞれの地で自己実現、社会貢献など、それぞれの生徒

が描く幸せに向けて頑張ってほしいと願っています。 

幸せは価値観との結びつきが強く、とても抽象的な概念なので、ゆっくりと考える時間すら日常ではないのかも

しれません。ある瞬間に理屈なしに「幸せだな」と感じる、それが「幸せ」というものかもしれません。 

 私たちの幸福感をある意味で支配するものの一つに経済的な指標があります。簡単に言えば、これは「お金にな

るのか」、「お金にならないのか」という指標です。その一方で、世の中には値段のつけようのないものに幸せを感じ

る瞬間がたくさんあるのも事実です。例えば、ボランティア活動で働くことは、決して経済的な面で儲かるわけで

はないけれど、その行為自体に幸せを感じます。私たちみんなにとって、意外と身近なところにプライスレス

(priceless・「金で買えないほどの」)なものがあるではないでしょうか。こんなことを考えてみるとなぜだか少し肩

の力が緩むような気がします。最近、幸せの指標は何通りもあり、みんな違っていてあたり前と感じることが多く

なりました。 

 

 

 

 １２月８日（金）、１４日（木）に町内の小学校との連携で、吉高３年生が町内の小学校を訪問し「サクラマス・

とーく！」で小学生と交流しました。小学生と吉高生が混合で数人のグループに分かれ、まず自己紹介をし、人生

グラフや自作の紙芝居などを使いながらお互いに語り合いました。その後、給食を食べ、昼休みには小学生と会話

をしたり一緒に校庭で遊んだりして、それぞれに交流を深めました。最初はお互いに緊張している様子でしたが、

交流をしていくうちに打ち解け、小学生も高校生もいい笑顔や真剣な顔がたくさん見られました。また、自分の人

生を振り返ったり人生の先輩として小学生と会話をしたりすることで、新たな視点を持つことができた高校生も多

かったようです。この経験を今後の人生に活かしていってほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １２月１９日（火）に、吉賀町内の企業を招き１・２年生を対象に企業ガイダンスを開催しました。今回

は、地元企業について知り、今後のキャリアについて考えるきっかけづくりと地元での就職の可能性を広げ

るという目的で開催されました。自分たちの進路の参考にしようと企業の方のお話を真剣に聞いている姿が

とても印象的でした。２年生は来年、１年生は２年後には自分たちの進路を決定していくことになるので今

回のお話を参考にして進路実現をしていってほしいと思います。 
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３年生 サクラマス・とーく！で小学校を訪問しました 

１・２年生 企業ガイダンスを開催しました 



 １２月１３日（水）、総合的な探究の時間に「アントレプレナーシップ教育（アントレ）」の校内発表会を本

校にておこないました。１年生７つ、２年生１８の各プロジェクトごとに、スライドを使用しながら１・２学

期の活動をふり返り、失敗や成果から学んだことや発見したこと、今後の活動の目標などをそれぞれ話しま

した。発表後は、聞き手が質問したり感想を述べ、相互に学びを深める時間となったようです。また、これま

での活動や発表を通じて、自信を持てた様子の生徒も多く見られました。発表会の最後には、大学の教授か

らお褒めの言葉や今後の活動へのアドバイスをいただきました。生徒たちは、今回の発表会での学びを元に、

今後のアントレの活動をさらに発展させていく予定です。地域の皆様には沢山のご協力をいただいており感

謝申し上げますとともに、引き続きのご声援をどうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１・２年生アントレ校内発表会を行いました 

「アントレプレナーシップ教育成果発表会」のご案内 

日時：２０２４年２月９日（金） 

場所：午前中・・吉賀高校  午後・・六日市体育館 

★生徒が１年を通しての活動報告を行いますので、ぜひお越しください 

１年２組 広瀬 颯さん 

 僕たちのプロジェクトは障害者福祉と缶入りパン

です。そのプロジェクトでは、よしかの里さんと協力

して工賃をあげられるようにどうしたらいいか試行

錯誤して活動しています。発表ではあまり緊張せず

に話せました。他の発表も聞き、話し方やスライドが

上手だなと思いました。今後は、２月の発表に向け

準備をし、少しでも工賃をあげられるようにグルー

プのみんなで協力して頑張り、２月にいい発表がで

きるように取り組んで行きたいです。 

２年１組 水村 莉子さん 

 私たちは吉賀町の米粉と廃棄されてしまう食材

を利用して食品開発を行ってきました。今回の発表

会でクラスメイトや後輩、そして大学の先生方から

オンライン上で沢山の意見をいただきました。それ

らを参考にこれからさらにプロジェクトを発展さ

せ、最終的にはフードロス問題の改善と、吉賀町の

廃棄食材を活用したオリジナルレシピ本を完成させ

たいと思います。 


